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１．はじめに
協議会設立の背景等を記載

２．本協議会の構成員
九頭竜川・北川に関係する６市町、福井県、

福井地方気象台、近畿地方整備局の構成員を記載

３．九頭竜川・北川の概要と主な課題
河川の特徴、平成１６年の福井豪雨、平成２５年

台風１８号による災害の概要および主な課題を記載
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課題分類

・想定最大外力を対象とした氾濫シミュレーションが公開されていない

・九頭竜川及び北川において計画規模の外力による浸水想定区域図を公表
している
・堤防が決壊した際の氾濫シミュレーション結果を福井河川国道事務所のＨ
Ｐ等で公開している

①情報伝達、避難計画等に関する事項
『想定される浸水リスクの周知』 『避難勧告等の発令について』 『避難場所、避難

経路について』 『住民等への情報伝達体制や方法について』 『避難誘導体制につい
て』 『避難に関する啓発活動について』

４．現状の取組状況
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現状

氾濫シミュレーション

・浸水エリアに関する情報の認識や周知が不足している
・計画規模を超える洪水が発生した場合の浸水エリアが分からない

課題

Ａ

Ｂ



①情報伝達、避難計画等に関する事項
『想定される浸水リスクの周知』 『避難勧告等の発令について』 『避難場所、避難

経路について』 『住民等への情報伝達体制や方法について』 『避難誘導体制につい
て』 『避難に関する啓発活動について』

４．現状の取組状況
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タイムライン

・緊急時に、福井河川国道事務
所長と首長とのホットラインによ
る情報の共有ができている

現状

・避難勧告が夜間の場合、避難時の災害や事故等が懸念される
・空振りの避難勧告が多発した場合に信憑性が薄れて避難率の低下が懸
念される
・防災対応に必要な複数の機関からなるタイムラインは作成されておらず、
防災機関の対応のばらつきが懸念される

課題

福井河川国道事務所 住民等福井市気象・水象情報

水防団待機水位到達
中角水位観測所（水位５．０m）

水防警報（待機・準備）

氾濫注意水位到達
中角水位観測所（水位７．５m）

洪水予報（氾濫注意情報）

氾濫危険水位到達
中角水位観測所（水位９．１m）

水防警報（出動） 第三次防災体制

第四次防災体制

第五次防災体制 福井市避難勧告

福井市避難準備情報

○避難所開設の準備

堤防天端水位到達・越流 福井市避難指示 避難完了

要配慮者避難開始

◇台風情報第３号

氾濫発生

※本タイムラインは九頭竜川洪水予報区間の福井市の区間（左岸7.4k～22.9k、23.8k～26.4k付近 右岸12.1k～23.0、25.3k～25.6k付近）を対象としています。
※避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン（案）（内閣府：平成26年4月）を参考に作成。また、都道府県からの情報もあるが、割愛している。

○避難が必要な状況が
夜間・早朝の場合は、避
難準備情報の発令判断

○必要に応じ、助言の要請

○施設（ダム・水門・排水機場等）の点検・操作確認

○管理職の配置

避難開始

○巡視・水防活動状況報告

○災害対応職員の配置
○要配慮者施設、地下街、大
規模事業者に洪水予報伝達

○災害対策機械の派遣要請

◇台風情報第１号 -39h

0h

11h

◇台風情報第８号

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保
○協力機関の体制確認

○出水時点検（巡視）

14h

○テレビ、ラジオ、インターネット等に
よる気象警報等の確認

○防災無線、携帯メール等による大
雨や河川の状況を確認

○テレビ、インターネット、携帯メール
等による大雨や河川の状況を確認○水門、樋門、排水機場等の操作

○自衛隊への派遣要請

○避難者への支援

○ハザードマップ等による避難所・避
難ルートの確認

避難解除

※台風上陸

◇台風情報第７号

○災害・避難カードの確認

○防災グッズの準備

○自宅保全

◇台風情報第２号

◇大雨洪水注意報発表（継続）：大
雨洪水警報の予告

◇台風情報第４号

【第二警戒体制】

○水防団等との情報伝達

-8h

○ホットライン

避難判断水位到達
中角水位観測所（水位８．５m）

第一次防災体制◇大雨・洪水注意報

◇台風情報第５号

◇台風情報第６号
第二次防災体制◇大雨洪水警報

【注意体制】

○休校の判断、体制の確認等

◇台風予報 -72h

※時間軸については、
昭和50年9月台風6号を

引きのばして想定してお
り、実際の気象状況や
台風のコースにより異な
ります。

※気象・水象情報に関する発表等の
タイミングについては、地域・事象に
よって、異なります。

○パトロール

○災害対策本部設置

○対応の記録

○ポンプ設置業者等への指示

○高水流観の準備

【第一警戒体制】

○洪水予報の準備・調整○福井地方気象台

○リエゾン体制の確認（調整）

最終的な危険回避行動

○水防警報（指示）○CCTVによる監視強化

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等）

○水位予測(3時間毎・正時毎) ○水防活動報告

洪水予報（氾濫警戒情報）

○ホットライン

○リエゾンの派遣（調整）

○ホットライン（水位情報、現象の予測） ○首長若しくは代理者の登庁 ○危機情報センター設置

○避難所開設

洪水予報（氾濫危険情報）

【非常体制】

○水閘樋門操作員の退避検討
○水位実況報告

○ホットライン
○決壊した場合に備えた準備

・協定業者への派遣依頼 ・はん濫想定の用意
・記者発表の準備等

○ホットライン（水位情報、現象の予測）

洪水予報（氾濫発生情報）

緊急復旧、堤防調査委員会設置

○災害対策機械の派遣
○被害状況の把握

（ヘリコプター等による迅速な状況把握）
○TEC-FORCEの活動
○被害状況・調査結果等の公表

○ホットライン（決壊、氾濫）

○記者発表（決壊・はん濫）

○避難の準備
（要配慮者以外）

○防災無線、携帯メー
ル等による避難指
示・避難勧告の受信

Ｃ

課題分類



①情報伝達、避難計画等に関する事項
『想定される浸水リスクの周知』 『避難勧告等の発令について』 『避難場所、避難

経路について』 『住民等への情報伝達体制や方法について』 『避難誘導体制につい
て』 『避難に関する啓発活動について』

４．現状の取組状況
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・H14年度に公表された計画規模での浸水想定区域図をもとに各自治体に
てハザードマップを作成している
・ハザードマップを公表し避難場所・避難経路も明記している

現状

・現在のハザードマップにある避難場所は、計画規模を超える洪水により浸
水する場合を想定していない

課題 洪水ハザードマップ

Ｄ

・浸水エリア内に避難場所や避難経路が指定されているＥ

課題分類



①情報伝達、避難計画等に関する事項
『想定される浸水リスクの周知』 『避難勧告等の発令について』 『避難場所、避難

経路について』 『住民等への情報伝達体制や方法について』 『避難誘導体制につい
て』 『避難に関する啓発活動について』

４．現状の取組状況
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・防災行政無線を整備してきている
・ケーブルテレビや防災メール、ＳＮＳでの情報発信をしている
・ＣＣＴＶカメラの映像(静止画)をＨＰで提供している

現状

・防災情報が高齢者に伝わっていない
・WEB等により各種情報を提供しているが、住民自らが情報を入手するまでに至って
いない
・住民に対し切迫感が伝わっていない
・住民の防災意識・知識が十分ではなかった
・平成16年7月の福井豪雨では広報車からの避難情報の放送が豪雨の音で聞こえに
くかった

課題

防災無線受信機
（戸別型）

屋外拡声子局 福井市防災情報メール

Ｆ

課題分類



①情報伝達、避難計画等に関する事項
『想定される浸水リスクの周知』 『避難勧告等の発令について』 『避難場

所、避難経路について』 『住民等への情報伝達体制や方法について』
『避難誘導体制について』 『避難に関する啓発活動について』

４．現状の取組状況
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・指定避難所の表示板を設置している
・避難情報の早期発令を行っている
・避難行動要支援者名簿を作成している

現状

・高齢者に配慮した避難計画となっていない
・夜間などの避難勧告発令時期のタイミングが難しい
・避難行動要支援者の避難誘導体制が確保されていない

課題
洪水ハザードマップ

Ｇ

課題分類



①情報伝達、避難計画等に関する事項
『想定される浸水リスクの周知』 『避難勧告等の発令について』 『避難場

所、避難経路について』 『住民等への情報伝達体制や方法について』 『避
難誘導体制について』 『避難に関する啓発活動について』

４．現状の取組状況
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・出前講座、防災講話による啓発活動を実施している
・防災ハンドブックを配布している
・災害図上訓練などワークショップを実施している

現状

・水害経験の無い世代への水防災意識の伝承が十分でない
・平成16年7月の福井豪雨では、避難率が５％にとどまり、住民の防
災意識・知識が十分でなかった

課題
被災状況、整備効果のパネル展示

補助教材の制作

Ｈ

課題分類



・担当エリアに隣接する地区との重要水防箇所に関する情報・認識
が十分でない

・水防団構成員の高齢化が顕著である
・自主防災組織の組織率が低下している

・水防団の連絡体制の不備により出動・初動体制が混乱している

４．現状の取組状況
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②水防に関する事項
『水防体制』 『河川水位等に係る情報の提供』

・自主防災組織の立ち上げ補助や育成を行っている
・防災組織の協議会を設置している
・自主防災組織への資機材の補助を行っている
・国と関連自治体が共同で重要水防箇所の点検を行っている

現状

課題
水防訓練の実施状況（永平寺町）

Ｉ

Ｊ

Ｋ

課題分類



４．現状の取組状況
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②水防に関する事項
『水防体制』 『河川水位等に係る情報の提供』

・基準地点等の観測箇所では水位計を設置し情報を公開している現状

・基準地点等の河川水位しか情報提供がなされていない

課題

水位情報の提供
（国土交通省 川の防災情報）

河川・砂防情報の提供
（福井県）

Ｌ

課題分類



４．現状の取組状況
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③氾濫水の排水に関する事項
『氾濫水の排水について』

・災害時、国より排水ポンプ車を派遣し、排水活動を支援している現状

・氾濫発生後、速やかに被害状況の把握が出来ていない
・排水ポンプ車の最適配置計画がない
・ボランティア活動等の支援活動の効率的な運用（活用）が出来てい
ない

課題
排水ポンプ車

排水ポンプ車 運用例

Ｍ

課題分類



４．現状の取組状況
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④河川管理施設の整備について
『堤防等河川管理施設の現状の整備状況』

・現在の堤防の高さや幅、過去の漏水実績などから、河川改修を実
施してきている

現状

・計画断面に対して、高さや幅が不足している区間がある
課題

九頭竜川の堤防整備状況
10

九
頭
竜
川

日
野
川

九頭竜川

坂井市

永平寺町

福井市

勝山市

河川名

堤防延長 参考

計画断面堤防

（a）

堤防必要区間

（b）
a／b(％)

九頭竜川 35.0ｋｍ 77.7ｋｍ 45.0％

深 谷

H26年度末時点

色 別 区 分

完成堤防

暫定堤防

山付き

・完成された堤防とするには時間、費用を要する

Ｎ

Ｏ

課題分類



５．減災のための目標
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■５年間で達成すべき目標

平成１６年７月の福井豪雨や平成２５年９月の台風１８号の
教訓を踏まえ、九頭竜川・北川の大規模水害に備えて
「逃がす・防ぐ・復旧する」ことに取り組み、次世代に
「水害に強い地域」と水防災意識を「継承」する。

■目標達成に向けた3本柱

① 逃げ遅れをなくす的確な避難行動のための取り組み

② 氾濫時に人命と財産を守る水防活動の強化

③ 一刻も早く災害から復旧するための取り組み

目標

取組

上記目標の達成に向け、洪水を河川内で安全に流すハード対策に加
え、九頭竜川や北川において以下の項目を３本柱とした取組を実施する



６．概ね５年で実施する取組

２）ソフト対策の主な取組
①逃げ遅れをなくす的確な避難行動のための取り組み
■避難勧告等の発令に着目したタイムラインの作成・活用等
・避難勧告等の発令に着目したタイムラインの作成
・関係者の役割分担をより明確にしたタイムラインの改良
・避難のための時間を十分に確保した避難勧告を発令するための
タイムラインの検証と改善（活用訓練等の実施）

・上記タイムラインの作成支援

■防災に関する啓発活動、水害（防災）教育の拡充
・「わが家の防災コンテスト」などの参加型の防災啓発活動をさらに進めるため、
福井県内の小学生の参加者数（応募者数H26年度:95点⇒H27年度:178点）
の増加を図り、域内全教育委員会に積極的に働きかける

・防災に関する補助教材を活用した小中学校と連携した防災に関する出前講座の取組み

②氾濫時に人命と財産を守る水防活動の強化
■水防体制の強化
・ロールプレイング方式による情報伝達訓練の実施による連絡体制の強化・確認
（タイムラインの活用も検討）
・市町を越えた水防訓練の検討
・水防資機材の備蓄等の着実な確認 ・水防団員や消防団員の募集の強化

・自主防災組織の活用、強化（組織の育成や立ち上げサポート等）

③一刻も早く災害から復旧するための取り組み
■排水活動及び施設運用、ボランティア活動等
の強化に関する取組

・九頭竜川・北川に関する河川情報等の迅速な状況把握と関係機関への情報提供と共有
・緊急時に早急かつ的確な対応を行うため大規模災害を想定した排水ポンプ車の
最適配置計画の作成
・基地被災時を想定した衛星通信車や対策本部車を利用した訓練

・ボランテアィアの効率的な活動を支援するため、「福井県社会貢献活動支援ネット

システム」の活用できるよう拡充を検討

１）ハード対策の主な取組
■洪水を河川内で安全に流す対策 ■危機管理型ハード対策
・江端地区、江上地区の堤防整備 ・天端の保護
・中藤新保地区等の堤防整備 ・裏法尻の補強
・片粕地区、水取地区他河道掘削

■避難行動、水防活動に資する基盤等の整備
・早期に氾濫が発生する地域等における洪水時の避難勧告等の発令判断に活用するため簡易水位計・量水標を設置し情報共有
・水防団等の水防活動を支援するためＣＣＴＶカメラを設置し情報共有

課題対応 Ｎ 課題対応 Ｏ

課題対応 Ｌ

課題対応 Ｃ

課題対応 Ｈ

課題対応 Ｊ、Ｉ

課題対応 Ｍ
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■ハザードマップの作成･周知等
・想定最大外力を対象とした浸水想定区域図の策定・公表
・想定最大外力を対象とした氾濫シミュレーションの公表
・ハザードマップの更新・周知
・市町を越えた広域避難計画の検討
・災害時における逃げ遅れをなくすため、避難行動要支援者の
避難計画の検討

■避難行動のための情報発信等
・避難情報を各世帯へ確実に届けるため防災行政無線の普及
（無線のデジタル化等）
・避難情報を対象者へ確実に届けるためにケーブルテレビや防災メールへ
の登録、配信サービスやＳＮＳの活用等
・防災対策や住民の避難行動の判断をより分かりやすくするため水位計や
CCTVカメラの情報を提供（配信）
・住民の避難行動を促すためプッシュ型の洪水予報等の情報発信のための
整備
・洪水予報文の改良と運用

■水防活動支援のための情報公開、情報共有
・重要水防箇所の情報共有と関係市町との共同点検の実施（国管理区間）

課題対応 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、E、Ｇ

課題対応 Ｆ

課題対応 Ｋ



洪水を河川内で安全に流す対策

14

○江端地区、江上地区の堤防整備 【H28年度：近畿地整】

○中藤新保地区等の堤防整備 【H32年度：近畿地整】

○片粕地区、水取地区他河道掘削 【H32年度：近畿地整】

河道掘削のイメージ

ハード対策 課題対応 Ｎ



危機管理型ハード対策 課題対応

15

出典：国土交通省 記者発表資料(H27.12.24)より

ハード対策

○天端の保護 【H32年度：近畿地整】

○裏法尻の補強 【H32年度：近畿地整】

Ｏ



避難行動、水防活動に資する基盤等の整備 課題対応

16

ハード対策

○早期に氾濫が発生する地域等における洪水時の避難勧告等の発令判断に活用するため
簡易水位計・量水標を設置し情報共有 【引き続き実施：近畿地整】

○水防団等の水防活動を支援するためＣＣＴＶカメラを設置し情報共有
【引き続き実施：近畿地整、福井県】

表彰式の様子

簡易水位計 量水標 CCTV画像

Ｌ



避難勧告等の発令に着目したタイムラインの作成・活用等 課題対応

17より関係者の役割分担を明確にしたタイムライン（案）

・避難勧告等の発令までにとるべき行動を、あらかじめ市町と国が協力して整理・共有することを通じて、避難勧告の
発令のタイミングや手順の理解を促進する。

・避難のための時間を十分に確保した避難勧告等を発令するため、今後の出水やタイムラインを活用した訓練等を
踏まえて、タイムラインの検証と改善を図っていく。

行動内容 行動細目

町長・総
務課
(防災・危
機管理）

建設課 総務課
企画調整
課

議会事務
局

出納室 福祉課
環境衛生
課

教育委員
会
（教育課）

教育委員
会
（生涯学
習セン
ター）

教育委員
会
（給食セ
ンター）

教育委員
会
（図書館）

教
会
（幼

平常業務体制時

1 0 0 - 1 台風の発生情報の確認

2 0 - 2 台風情報および気象情報の収集 360 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共

3 0 - 3 役場職員に対する台風動向への注意喚起 指揮・調整 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共

4 0 - 4 役場理事会における始動日の決定 適宜 指揮・調整 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共

日本影響判断時 ○○町　台風対応 TLレベル１　（ＴＬ立上げ）　　予報円が紀南エリアを目指す、前線の動向などで決定　　　 指揮・調整 主要 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共

タイムライン定例連携会議の実施

5 1 情報・助言に等による被災リスク・被災規模の推定 120 指揮・調整 主要 共有・支援 共有・支援

6 1 - 1 60 指揮・調整 共有・支援

町内調整後～現象発生前 7 1 - 2 30 指揮・調整 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共

8 2 防災対応方針の決定

ＴＬ立上げ後 9 2 - 1 120 指揮・調整 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共

ＴＬ立上げ後 10 2 - 2 適宜 指揮・調整 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共有・支援 共

11 2 - 3 指揮・調整

13 2 - 4 災害広報の窓口および手段の調整 30 主要 主要 指揮・調整

14 2 - 5 町民からの問い合わせ対応（随時） 30 主要 共有・支援 共有・支援 指揮・調整

15 2 - 6 報道機関からの問い合わせ対応（随時） 30 主要 共有・支援 主要 指揮・調整

16 3 タイムライン始動に伴う関係機関との情報共有

町内調整後～現象発生前 17 3 - 1 消防団への連絡・調整 60 指揮・調整 共有・支援

町内調整後～現象発生前 18 3 - 2 自主防災組織への確認・調整 30 指揮・調整 共有・支援 共有・支援

町内調整後～現象発生前 19 3 - 3 学校、各種施設への確認・調整 30 共有・支援 共有・支援 共有・支援 指揮・調整 主要 主要 主要

町内調整後～現象発生前 20 3 - 4 幼稚園・保育所への情報提供 30 主要 共有・支援 共有・支援 指揮・調整 指揮・調整 共有・支援

町内調整後～現象発生前 21 3 - 5 社会福祉協議会への確認・調整 30 主要 共有・支援 指揮・調整

町内調整後～現象発生前 22 3 - 6 民生委員への連絡調整 60 指揮・調整

町内調整後～現象発生前 23 3 - 7 介護事業所への情報提供 60 主要 共有・支援 指揮・調整

24 3 - 8 介護保険事務所への連絡調整 60 指揮・調整

町内調整後～現象発生前 25 3 - 9 建設業者への準備確認 60 共有・支援 指揮・調整 共有・支援

26 3 - 10 水門・樋門・排水機場の操作員への事前連絡 30

町内調整後～現象発生前 27 3 - 11 ○○警察署との確認・調整 30 指揮・調整 共有・支援

被害リスクおよび助言等に基づく防災行動プランの確策定

タイムライン始動に伴う各課の行動内容認

定期・臨時行事の中止・延期に関する内部調整

災害広報の窓口および手段の調整

気象情報の共有・助言（台風説明会の参加もしくは共有）

河川防災情報（水位、ダム、予想）の収集と共有（随時）

台風の発生情報の確認

対応事項

行動時刻
（TIME）

行動項目

各行動を
完了させ
るのに必
要な時間
（最大）
（min)

指揮・調整 社会基盤関連

CO
DE

NO

○避難勧告等の発令に着目したタイムラインの作成 【H28年度：２市町】

○関係者の役割分担をより明確にしたタイムラインの改良 【H30年度：６市町】

○避難のための時間を十分に確保した避難勧告を発令するためのタイムラインの検証と
改善（活用訓練等の実施） 【H28年度から実施：６市町】

○上記タイムラインの作成支援 【引き続き実施：近畿地整、福井県、気象台】

ソフト対策 Ｃ

タイムラインを活用した訓練



ハザードマップの作成･周知等（１） 課題対応

九頭竜川水系浸水想定区域図

北川水系浸水想定区域図

18

○想定最大外力を対象とした浸水想定区域図の策定・公表
【H28年度：近畿地整 H30年度：福井県】

○想定最大外力を対象とした氾濫シミュレーションの公表
【H30年度：近畿地整、福井県】

ソフト対策 ＢＡ



ハザードマップの作成･周知等（２） 課題対応

19出典：越谷市洪水ハザードマップ

○ハザードマップの更新・周知 【H31年度：６市町】

○市町を越えた広域避難計画の検討 【H31年度：５市町】

○災害時における逃げ遅れをなくすため、避難行動要支援者の避難計画の検討
【H32年度：６市町】

Ｇソフト対策 Ｄ Ｅ



防災に関する啓発活動、水害（防災）教育の拡充 課題対応

20

・福井豪雨を振り返り、改めて水害に対して
の防災・減災への意識を喚起するため、福
井県内の小学生とその家族を対象に防災コ
ンテストを実施している。
・コンテストでは、福井豪雨を経験していな
い小学生が、災害が発生した時に避難する
場所や危険な場所がどこなのか、災害が起
こった時にどう行動すればよいか等を、家
族と話し合って作成する｢防災マップ｣を応
募している。
・この取組をさらに進め、福井県内の小学
生の参加者数の増加を図るため、域内全教
育委員会に積極的に働きかける。

「わが家の防災コンテスト」

「わが家の防災コンテスト」

ソフト対策 Ｈ

○「わが家の防災コンテスト」などの参加型の防災啓発活動をさらに進めるため、福井県内の小学生
の参加者数（応募者数H26年度:95点⇒H27年度:178点）の増加を図り、域内全教育委員会に積極

的に働きかける 【引き続き実施：協議会全体】

○防災に関する補助教材を活用した小中学校と連携した防災に関する出前講座の取組み
【H28年度から順次実施：協議会全体】

H26年度
95点

H27年度
178点

参加者数の推移イメージ

H28年度
更なる増加
を図る

約2倍
●倍

入賞作品



避難行動のための情報発信等 課題対応

○避難情報を各世帯へ確実に届けるため防災行政無線の普及（無線のデジタル化等）
【H32年度：３市町】

○避難情報を対象者へ確実に届けるためにケーブルテレビや防災メールへの登録、配信サービスやＳ
ＮＳの活用等 【H32年度：６市町】

○防災対策や住民の避難行動の判断をより分かりやすくするため水位計やCCTVカメラの情報を提供
（配信） 【引き続き実施：近畿地整、福井県】

○住民の避難行動を促すためプッシュ型の洪水予報等の情報発信のための整備
【引き続き実施：近畿地整】

○洪水予報文の改良と運用 【平成28年度：近畿地整、気象台】

ソフト対策 Ｆ

スマホ等で取得

ライブカメラ

自分のいる場所の近傍の情報

自分のいる場所

詳細な雨量情報

河川水位

洪水予報等の情報を
プッシュ型で配信

福井市HPより

・避難情報が対象者に確実に届くように防災メール
の導入を実施しており、登録を促していく。

・住民の避難行動を促すためプッシュ型の洪水予報
等の情報発信のための整備を実施する。

21



水防体制の強化 課題対応

22

決壊防止

○ロールプレイング方式による情報伝達訓練の実施による連絡体制の強化・確認
（タイムラインの活用も検討） 【H29年度から毎年実施：協議会全体】

○市町を越えた水防訓練の検討 【H28年度より実施：協議会全体】

○水防資機材の備蓄等の着実な確認 【引き続き毎年実施：６市町】

○水防団員や消防団員の募集の強化 【引き続き実施：６市町】

○自主防災組織の活用、強化 【引き続き実施：６市町】

ソフト対策 ＩＪ



水防活動支援のための情報公開、情報共有 課題対応

23

洪水に対しリスクが高い区間の共同点検

重要水防箇所（堤防高）

位置図

重要水防箇所図（北川）

出典：福井河川国道事務所ホームページより

重要水防箇所（堤防高） 重要水防箇所（堤防高）

北川左岸1.4k付近（小浜市） 北川左岸9.2k付近（若狭町）

小浜市

若狭町

○重要水防箇所の情報共有と関係市町との共同点検の実施
国管理区間:【引き続き実施：近畿地整、６市町】

ソフト対策 Ｋ



排水活動及び施設運用等の強化に関する取組（１） 課題対応

24
排水ポンプ車配置計画（案）

九頭竜川右岸（１５．２ｋｍ）

排水ポンプ車

○九頭竜川・北川に関する河川情報等の迅速な状況把握と関係機関への情報提供と共有
【引き続き実施：近畿地整、福井県】

○緊急時に早急かつ的確な対応を行うため大規模災害を想定した排水ポンプ車の最適配
置計画の作成 【H31年度：近畿地整】

○基地被災時を想定した衛星通信車や対策本部車を利用した訓練

【H29年度から毎年実施：協議会全体】

ソフト対策 Ｍ



ボランティア活動等の強化に関する取組 課題対応

25

○ボランテアィアの効率的な活動を支援するため、「福井県社会貢献活動支援ネットシス
テム」の活用できるよう拡充を検討 【H32年度：６市町】

ソフト対策 Ｍ

福井県社会貢献活動支援ネット (福井県)

福井県社会貢献活動支援ネットシステムの概要

ボランティア活動したい人、ボランティアを募集している団体
がそれぞれ支援ネットに登録することにより円滑にボランテ
ィア活動に参加出来るシステムを各市町でも活用

福井豪雨時のボランティア活動の状況（鯖江市HPより）



水害に強い地域づくり

水防災意識の「継承」

７．フォローアップ

26

今後、想定最大規模の洪水に対する取組方針については、改めて検討を行い、取組方針の
見直しを実施する。

各機関の取組内容については、必要に応じて、防災業務計画や地域防災計画等に反映する
ことによって責任を明確にし、組織的、計画的、継続的に取り組むこととする。

原則、本協議会を毎年出水期前に開催し、取組の進捗状況を確認し、必要に応じて取組方針
を見直すこととする。また、実施した取組についても訓練等を通じて習熟、改善を図る等、継続
的なフォローアップを行うこととする。

なお、本協議会は、全国でも早い段階で取組方針をまとめており、今後、全国で作成される他
の取組方針の内容や技術開発の動向等を収集した上で、随時、取組方針を見直すこととする。

目標達成への取組目標設定
取組方針決定

平成２８年度

取組達成

平成３２年度

フォローアップ 〔毎年出水期前〕
・進捗確認
・取組方針の見直し
・習熟・改善等継の継続的なフォローアップ

・進捗報告
・習熟状況報告
・問題点提示

・進捗見直し
・情報共有
・取組方針の見直し

報告 提案

減災対策協議会


